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学
友
会
・
自
治
会
・
同
窓
会

　

毎
年
正
月
の
二
、三
日
は
、
箱
根
駅
伝
の
応
援
を
恒
例
と
し
て

い
る
方
も
多
い
だ
ろ
う
。
初
期
の
箱
根
駅
伝
や
本
学
初
優
勝
の
様

子
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

　

箱
根
駅
伝
は
前
年
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
収
ま
り
平
和
が
回
復

し
た
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
、
報
知
新
聞
社
に
よ
り
大
学
・

高
等
専
門
学
校
が
参
加
す
る
日
比
谷
箱
根
往
復
対
抗
駅
伝
競
走
と

し
て
始
ま
っ
た
。
こ
の
第
一
回
大
会
は
二
月
十
四
、十
五
日
の
両

日
、
東
京
高
等
師
範
学
校
（
現
筑
波
大
学
）・
明
治
大
学
・
早
稲

田
大
学
・
慶
応
大
学
の
四
校
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
東
京
高
等
師

範
学
校
が
優
勝
し
た
。
当
時
の
コ
ー
ス
は
、
有
楽
町
の
報
知
新
聞

社
前
か
ら
箱
根
関
所
跡
ま
で
の
往
復
で
、
総
距
離
は
一
二
〇
哩
マ
イ
ル

（
約
一
九
二
キ
ロ
）
と
い
わ
れ
て
い
る
（
現
在
は
大
手
町
読
売
新

聞
社
前
〜
芦
ノ
湖
畔
駐
車
場
の
二
一
七
・
九
キ
ロ
）。

　

本
学
は
翌
年
の
第
二
回
大
会
か
ら
参
加
し
、
第
五
回
は
選
手
の

資
格
問
題
で
他
校
と
意
見
の
対
立
も
あ
り
参
加
し
な
か
っ
た
が
、

以
後
は
す
べ
て
参
加
し
、
出
場
回
数
は
二
〇
一
〇
年
現
在
八
四
回

に
及
ん
で
い
る
。

　

本
学
の
初
優
勝
は
、
二
六
年
一
月
九
、十
日
に
開
催
さ
れ
た
第

七
回
大
会
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
会
は
、
本
学
の
ほ
か
、
三

連
覇
を
ね
ら
う
明
治
、
そ
し
て
日
本
歯
科
医
専
（
現
日
本
歯
科
大

学
）・
慶
応
・
法
政
・
東
京
農
業
・
東
京
帝
国
大
学
農
学
部
実
科

の
各
校
が
参
加
、「
七
大
校
対
抗
駅
伝
競
走
」
と
呼
ば
れ
た
。

　

本
学
の
選
手
は
往
路
が
第
一
区
か
ら
佐
藤
正
視
、
中
川
英
男
、

山
本
光
三
、
津
島
仙
太
郎
、
平
野
太
郎
七
、
復
路
が
第
六
区
か
ら

山
崎
岩
男
、
西
川
行
雄
、
宮
本
源
太
郎
、
文
天
吉
、
湯
本
幸
一
の

計
一
〇
人
で
あ
っ
た
。

　

前
年
の
大
会
で
三
位
に
甘
ん
じ
た
本
学
競
走
部
は
、
こ
の
大
会

に
向
け
て
猛
練
習
を
重
ね
て
い
た
。
ア
ン
カ
ー
の
湯
本
は
『
中
央

大
学
学
友
会
誌
』
第
五
巻
第
二
号
の
中
で
、「
血
涙
の
誓
の
実
行

の
時
は
熟
さ
ん
と
し
て
ゐ
る
。
あ
と
二
ヶ
月
に
し
て
復
讐
駅
伝
競

走
は
迫
る
。
捲け
ん

土ど

重ち
ょ
う

来ら
い

私
達
選
手
は
死
を
賭
し
て
愛
す
る
母
校

の
た
め
戦
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
あ
の
中
大
に
と
つ
て
恨
み
多
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箱
根
駅
伝
初
優
勝

き
優
勝
旗
を
獲
得
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
そ
の
決
意
を
述
べ
て
い

る
。

　

大
会
当
日
、
ス
タ
ー
ト
地
点
で
あ
る
報
知
新
聞
社
前
は
、
前

日
か
ら
降
り
続
い
た
雪
で
真
っ
白
で
あ
っ
た
。
午
前
八
時
の
ス

タ
ー
ト
、
中

大
は
第
一
区

こ
そ
三
位
で

あ
っ
た
が
、

二
区
で
中
川

が
ト
ッ
プ
に

躍
り
出
る
と

以
後
ず
っ
と

そ
の
位
地
を

守
り
続
け
、

二
位
明
治
大

学
に
7
分
48

秒
の
差
を
つ

け
て
箱
根
の

ゴ
ー
ル
に
平

野
が
跳
び
込

ん
だ
。

　

当
時
は
現
在
と
は
違
い
、
各
選
手
に
伴
走
車
が
つ
く
こ
と
が
許

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
の
本
学
の
伴
走
サ
イ
ド
カ
ー
の
後
に
は
赤

地
に
白
で
「
C 

H 

U 

O
」・「
中
央
大
学
」
と
そ
れ
ぞ
れ
に
書
か

れ
た
二
本
の
応
援
旗
が
立
て
ら
れ
、
そ
の
縁
に
は
黒
の
喪
章
が
縫

い
付
け
ら
れ
て
い
た
。
前
年
の
年
末
に
亡
く
な
っ
た
岡
野
敬
次
郎

学
長
を
偲
ん
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

二
日
目
の
復
路
で
は
、
ト
ッ
プ
を
守
り
な
が
ら
も
徐
々
に
追
い

上
げ
ら
れ
、
最
後
の
十
区
で
は
二
位
明
治
大
学
の
猛
追
に
あ
い
、

鈴
ケ
森
で
は
つ
い
に
逆
転
、
大
井
か
ら
品
川
に
か
け
て
は
逆
に

約
二
分
の
差
を
つ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
ゴ
ー
ル
間
近
に

な
っ
た
日
比
谷
交
差
点
付
近
で
や
っ
と
再
逆
転
に
こ
ぎ
つ
け
、
熱

狂
す
る
応
援
団
の
待
ち
構
え
る
中
、
午
後
二
時
五
九
分
四
五
秒
、

つ
い
に
ア
ン
カ
ー
湯
本
が
ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル
し
た
の
で
あ
る
。

　

本
学
の
タ
イ
ム
は
往
路
7
時
間
17
分
46
秒
、
復
路
6
時
間
59
分

45
秒
、
総
合
14
時
間
17
分
31
秒
で
、
二
位
明
治
大
学
に
41
秒
差
と

い
う
記
録
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
一
〇
年
現
在
、
本
学
は
箱
根
駅
伝
の
記
録
の
う
ち
、
出
場

回
数
（
八
四
回
）、優
勝
回
数
（
一
四
回
）、
連
覇
回
数
（
六
連
覇
）

で
第
一
位
と
な
っ
て
い
る
。

中大初優勝の記念写真


